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熊本駅周辺地域 ユニバーサルデザイン検討
３．熊本駅周辺地域のユニバーサルデザインのイメージ（参考） 

（（参参考考１１））熊熊本本駅駅周周辺辺地地域域ののユユニニババーーササルルデデザザイインンののイイメメーージジ 

③③ホホーームム柵柵  

①,③九州新幹線新八代駅

②さいたま新都心駅 
④つくばｴｷｽﾌﾟﾚｽ秋葉原駅

⑤～⑥ＪＲ水前寺駅 
⑦～⑨阪急伊丹駅 

⑤⑤車車いいすす対対応応カカウウンンタターーのの窓窓口口 ⑥⑥オオスストトメメイイトト対対応応多多機機能能トトイイレレ

⑦⑦券券売売機機  ⑧⑧電電話話台台 ⑨⑨自自由由度度のの高高いいササーービビスス室室 

②②わわかかりりややすすいい空空間間構構成成ののララチチ内内ココンンココーースス  

わわかかりりややすすくく、、天天候候にに左左右右さされれなないい快快適適なな空空間間とと誰誰ももがが同同じじ方方向向にに移移動動ででききるる経経路路  ○○駅駅舎舎 

多多様様なな利利用用者者をを想想定定ししたた、、安安全全でで快快適適なな空空間間・・施施設設ののデデザザイインン  

○○ササイインンシシスステテムム 

 

情情報報オオアアシシスス（（拠拠点点））かからら段段階階的的にに配配置置さされれたたササイインンシシスステテムム  

①①改改札札出出口口正正面面のの情情報報オオアアシシスス（（拠拠点点））  

○○駅駅前前広広場場～～立立体体横横断断施施設設 

④④開開放放的的なな立立体体横横断断施施設設  

②②屋屋根根付付のの移移動動経経路路  
③③安安心心でで利利用用ししややすすいい  

ｼｼｰーｽｽﾙﾙｰーのの 22 方方向向 EEVV  

①,④さいたま新都心 
②阪急伊丹駅 
③神戸中突堤 

誰誰ににででもも快快適適なな駅駅前前のの休休息息空空間間  

駅駅かからら周周辺辺施施設設へへ、、安安全全でで快快適適なな移移動動経経路路  

○○住住民民・・利利用用者者((県県民民・・市市民民））参参加加 

 

住住民民ととののももののづづくくりり  

○○駅駅前前広広場場 

○○九九州州新新幹幹線線新新八八代代駅駅前前広広場場  ○○ｼｼｪｪﾙﾙﾀﾀｰーをを乗乗降降場場ままでで連連続続配配置置  
○○身身障障者者乗乗降降場場をを駅駅舎舎付付近近にに設設置置

分分かかりりややすすくく、、快快適適にに利利用用ででききるる施施設設配配置置  

九州新幹線新八代駅

④④風風防防付付きき有有人人改改札札 

②②秩秩序序ああるる案案内内  

③③目目線線のの高高ささにに配配慮慮  

④④４４カカ国国語語表表記記  

①～③さいたま新都心駅 ④～⑥中部国際空港（セントレア） 

⑤⑤明明度度差差ののああるるササイインン  

⑥⑥可可変変情情報報装装置置  

わわかかりりややすすいい情情報報ササイインン  

①①わわかかりりややすすいい空空間間構構成成ののララチチ外外ココンンココーースス  
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熊本駅周辺地域 ユニバーサルデザイン検討
４．熊本駅周辺地域のＵＤのシステムフロー 

 

 

 

利用者ニーズの把握（意見聴取会等の実施） 

（第一段階） 

１ 基本方針、基本的配慮事項等についてのニーズの把握 

２ 利用者参画のプロセス等へのニーズの把握 

３ 新幹線開業時に向けた早期検討事項へのニーズの把握 

Ｈ１７年度 Ｈ１８年度～２２年度

先進事例の調査 

過去の課題の整理や成

果の反映 

（仮称）熊本市図書情報センターの整備 

新幹線開業後の道路・広場等の整備 

新幹線開業時に向けた駅舎・駅広場の整備 新幹線開業時の駅舎・駅広場の検討 

新幹線開業時に向けた道路・広場等の整備 

ＵＤ基本方針の策定 

・基本的配慮事項 

・利用者参画のプロセス

熊本合同庁舎の整備（1 期工事） 

駅舎・駅広場（最終形）の検討 駅舎・駅広場の整備 

熊本合同庁舎の整備（２期工事） 

Ｈ２３年度～３０年度 

スパイラルアップ
ＵＤ専門家会議での検討と利用者との意見聴取会等でのニーズの把握と反映 → 検証 → 次年度以降の計画への反映 
※利用者との意見聴取会では、過去の成果を踏まえたテーマの絞込み等により、効果的な実施と参加者の負担軽減、安全確保に努める。

（第二段階） 

１ 個別事業の計画へのニーズの把握 

２ 設備の使い勝手等の確認・検証 

ユニバーサルデザイン専門家会議（（仮称）都市デザイン専門家会議） 

計画内容、進め方等への助言 

利用者の視点での確認が望ましい事項 

新幹線開業 
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